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（参考）防波堤背後の越流に配慮したカルシア人工石の設置事例

かごに破砕石を中詰め かごにカルシア改質土を充填

<現状>

津田地区防波堤では、現地調査の結果、水深±0.0～-4.0mでワカメが確認されており、
特に±0.0～-1.5mで被度が高い。

<対応>
• 防波堤背後に新たな基盤を設置することによ
り、ワカメを含む既存の藻場の拡大を狙う。

• 設置する基盤については、浚渫土を用いた人
工石（カルシア人工石）および、他の技術等
も視野に入れて防波堤背後における適用性を
検証する。

<整備方針>
• 天端高の異なる基盤を設置し、ガラモ場の生
育面積を増加させる。

１．実証試験場所ごとの実証試験施工

実証試験場

将来は、防波堤
全体も可能

（１）津田地区における実証試験計画

図2-1 津田地区における実証試験計画（案）位置図
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目 標：ワカメ類等の岩礁性藻場の拡大、アマモ場の造成

概 要：既設防波堤のマウンドの法肩上に人工石を設置する

形状寸法：マット方式 幅2.0m✕高さ0.5～1.5m✕長さ3.0m

天端高-0.5～-1.5m の3基製作

：サブプレオフレーム方式 幅3.0m×高さ1.5m×長さ3.0m

天端高-0.5m の3基製作

条 件：被覆石天端-2.0mで、肩幅3.0mあると想定

人工石：浚渫土容積比50%以上、圧縮強さ9.8N/mm2以上

実証試験終了後に撤去可能とする

<設置案>

１．実証試験場所ごとの実証試験計画（案）

（１）津田地区における実証試験計画

図2-2 津田地区における実証試験計画（案）設置案
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浚渫工事期間 ：令和8年8月～10月

配合試験 ：工事契約後（令和8年6月）より先行実施

浚渫土人工石作製：固化に要する期間は1～２カ月程度

形状寸法 ：マリンマット方式 幅2.0m✕高さ0.5m・1.0m・1.5m✕長さ3.0m

天端高-0.5m・-1.0m・-1.5m の3基製作

：サブプレオフレーム方式 幅3.0m×高さ1.5m×長さ3.0m

設置する試験体 ：①マリンマット方式（人工石を充填）高さ 3Type

②サブプレオフレーム方式（砂・砂＋人工石・人工石）中詰3Type

試験場の整備 ：令和8年11月予定

<工事の実施>

１．実証試験場所ごとの実証試験計画（案）

（１）津田地区における実証試験計画

マリンマット方式 サブプレオフレーム方式



4

<現状>

横須地区では、現地調査の結果、水深-1.3～-3.3mでアマモが確認されている。

但し密度は「疎」である。

<対応>
• 土留め潜堤を設置し、沖合の水深を
砂質土で浅化させることにより、既
存のアマモの被度が増加するととも
に、生育可能域の拡大が期待される。

・多様な海藻の育成に資する藻礁基盤
を設置することにより、多様な種の
生育が期待できる。

<整備方針>
• 土留潜堤を沖合に設置し、アマモ場
の増大を図るとともに、カルシア人
工石等を設置して岩礁性の海藻の生
育を狙い、多様な生物生息場の創出
を目指す。

横須地先に
２０ｍ×１０ｍ程度の
土留め潜堤を設置し、
砂質土で嵩上げする

将来、大規模に施工した
場合に創出可能範囲

（２）横須地区における実証試験計画

１．実証試験場所ごとの実証試験計画（案）

図2-5 横須地区における実証試験計画（案）位置図
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試験施設の基本形状
・試験場天端水深：-2.0Ｍ
・試験場形状寸法：10m×10m ×厚さ1m（砂質土）
・試験場設置水深：-2.0Ｍ
・潜堤（土留）形状：コの字型

堤高1.5m（砂質土厚1.0m+0.5m)
・堤体の材質：カルシア改質土

（試験施設が撤去可能、浚渫土の有効活用）
・堤体の勾配（外側；１：５、内側；１：２）

<設置案>

（２）横須地区における実証試験計画

１．実証試験場所ごとの実証試験計画（案）

図2-6 横須地区における実証試験計画（案）設置案
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浚渫工事期間 ：令和8年8月～10月

配合試験 ：工事契約後（令和8年6月）より先行実施

カルシア改質土作製：固化に要する期間は施工性を考慮して設
定、水中投下後の強度増進を確認

所用容量 ：測量結果に基づき算定

覆砂工事 ：令和8年11月

<工事の実施>

１．実証試験場所ごとの実証試験計画（案）

（２）横須地区における実証試験計画
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２．海草移植計画の概要

１．海草移植計画の目的

図-1 海草移植計画の流れ

 早期のアマモ定着を目的として、アマモの種を実証
試験区域へ播種する。

アマモの播種場所
（実証実験海域）

OpenStreetMap

アマモの種子採取場所
（阿南市大潟漁港）

OpenStreetMap

図-2 アマモの種子採取場所と実証実験海域 アマモの種子採取は、徳島県漁
業士会が主催する「アマモ場づ
くり活動」(6月4日)へ参加し、
花肢をわけて頂いた（約10,000
粒：花肢500本程度）

２．アマモの種子採取

アマモの種子採取（6月上旬）

種子の養生（約1か月間）

種子の冷蔵保管（9月頃まで）

アマモの播種（10～12月頃）
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２．海草移植計画の概要

３．養生・保管方法

４．播種方法

 採取した花肢は、1か月間程度、海水に浸けて茎等の部分を腐
らせたのち種子だけ取り出して、冷蔵庫にて播種（10～12
月）まで冷蔵保管（1か月毎の海水交換と活性炭交換）する。
現在：小松島漁協の船着き場にて養生中。

ロープを用いた下種更新（法） ガーゼ団子法 麻袋を用いた播種（麻袋法） ポットを用いた苗移植 ガーゼ製マット法 播種シート法

出典 文献1 文献2 文献1 文献1 文献3 文献2

難易度 低 高

概要

種の付いた花肢をロープに着
けて、ロープ毎海底へ設置

アマモの種子をガーゼで包
み、海底に固定

アマモの種子を麻袋に詰め
て、その麻袋を海底に設置

種子から苗までを陸上で育て
て、海中に植え付ける

アマモの種子をガーゼに包
み、鉄製枠にとりつけて、鉄
枠毎設置。

ヤシマットの上に種子をまき、
その上に生分解性不織布、菱
形金網を置いて、そのシートを
海底に固定

作業量

◎
花肢からそのまま設置可能

○
花肢採取と種子選別、保管、
播種

○
花肢採取と種子選別、保管、
播種

△
花肢採取と種子選別、苗作
り、植え付け

△
花肢採取と種子選別、保管、
鉄枠へ固定、設置、回収

△
使用する部材が多く、作業量
増加。菱形金網を回収する場
合、作業量増

コスト

○
ロープ等の部材は比較的安
価

○
ガーゼ等、部材は比較的安価

○
麻袋、部材は比較的安価

△
苗作りの施設等が必要

△
ガーゼ袋は比較的安価だが、
鉄枠作成に費用が掛かる。鉄
枠を回収する必要がある。

△
使用する部材が多く、費用
増。

波への耐性

△
種子がそのまま撒かれるので
流される恐れあり。

○
ガーゼをロープに固定し、ロー
プを鉄杭で固定するので、波
への耐性あり。

○
麻袋を鉄杭で固定するのてあ
る程度、波への耐性あり。

○
苗ポットを鉄ピンで固定できる
が、ポットの大きさが小さいた
め、小型の鉄ピンが必要

◎
鉄枠と鉄杭で固定されるので
波への耐性は比較的強い。

◎
菱形金網と杭による設置で比
較的波には強いと想定され
る。

造成効果の
確認

△
種子が拡散するので、正確な
把握は困難。

○
可能

○
可能

○
可能

○
可能

○
可能

文献1 漁業者のためのアマモ場造成マニュアル 平成26年3月　熊本県

文献2 アマモ場再生ハンドブック　三重県水産研究所

文献3 アマモ場造成手法　平成13年3月　徳島県水産試験場

表-1 一般的なアマモ場造成方法
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２．海草移植計画の概要

５．具体的な播種方法

 播種の地点は図-3のとおり。

沖側岸側

ガーゼ団子法による播種

鉄枠法による播種

麻袋による播種

 波の影響等により、着生状況が異なることが推察されるため、岸側と沖側に分けて
各2セット設置する。

 徳島県の名産であるシイタケの菌床の入手について調整中。入手可能となれば、上
記の2セットのうち１セットには菌床を混入して、生育状況を比較。

図-3 横須地先におけるアマモ場造成方法

＜ガーゼ団子法＞p.5

＜ガーゼマット法＞p.8

＜麻袋法＞p.6
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２．海草移植計画の概要

参考資料 １．下種更新法

出典：漁業者のためのアマモ場造成マニュアル 平成26年3月 熊本県
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２．海草移植計画の概要

参考資料 ２．ガーゼ団子法

出典：アマモ場再生ハンドブック 三重県水産研究所
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２．海草移植計画の概要

参考資料 ３．麻袋による播種

出典：漁業者のためのアマモ場造成マニュアル 平成26年3月 熊本県
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２．海草移植計画の概要

参考資料 ４．ポットによる苗移植

出典：漁業者のためのアマモ場造成マニュアル 平成26年3月 熊本県
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２．海草移植計画の概要

参考資料 ５．ガーゼマット法

出典：アマモ場造成手法 平成13年3月 徳島県水産試験場
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２．海草移植計画の概要

参考資料 ５．ガーゼマット法

出典：アマモ場造成手法 平成13年3月 徳島県水産試験場
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２．海草移植計画の概要

参考資料 ６．播種シート法

出典：アマモ場再生ハンドブック 三重県水産研究所


